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ヘ
　
　
へ

に
す
る
試
料
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
本
書
は
ド

イ
ツ
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
他
の
社
会
を
考
察

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
際
の
資
料
と
し
て
有
用
に
な
ろ
う
。
敢
え
て

本
書
を
比
較
史
の
視
点
か
ら
読
む
こ
と
が
、
歴
史

研
究
者
に
対
す
る
「
現
在
」
か
ら
の
問
い
掛
け
で

あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
二
四
四
頁
　
一
九
八
六
年
四
月

　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
車
巴
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

　
「
謡
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
の
掲
載
に
つ
い
て

こ
の
度
日
本
学
術
会
議
の
要
請
を
う
け
て
「
日
本

学
術
会
議
だ
よ
り
」
を
随
縛
掲
載
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
一
部
割
愛
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
史
林
」
編
集
委
員
会

一
環
学
術
会
議
だ
団
一
N
一
－
1

昭
｝
和
六
一
年
五
問
刀
　
日
本
滋
ず
術
…
ム
云
議
広
【
報
一
煙
雲
ハ
会

「
日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」

の
創
刊
に
当
た
っ
て

日
本
学
術
会
議
は
、
第
二
二
期
の
活
動
の
重
点
の

一
つ
と
し
て
、
学
・
協
会
と
の
連
携
の
強
化
に
努
め

る
た
め
、
従
来
以
上
に
広
報
活
動
の
充
笑
を
は
か
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
会
議
の
活
動

状
況
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
今
年
五
月

か
ら
四
半
期
ご
と
に
「
国
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
を

各
学
・
協
会
の
機
関
誌
等
に
御
掲
載
願
う
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
ぎ
続
き
御
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

◇
総
会
　
報
　
告

　
日
本
学
術
会
議
第
一
〇
〇
回
総
会
は
四
月
二
三
、

二
四
日
の
両
日
に
開
か
れ
、
「
日
本
学
術
会
議
傍

聴
規
則
」
及
び
「
日
本
学
術
会
議
の
運
営
の
細
則

に
関
す
る
内
規
」
を
決
定
し
、
ま
た
、
「
脳
死
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
第
一
日
、
午
前
。
会
長
よ
り
第
四
部
会
員
田
中

春
夫
氏
が
逝
去
さ
れ
、
新
た
に
早
川
幸
男
氏
（
名

古
屋
大
学
）
が
会
員
と
し
て
発
令
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
、
白
丸
第
四
部
長
が
故
田
中
会
員
へ
の

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
、
全
員
起
立
し
て
黙
藤
を
さ

さ
げ
た
。

　
会
長
よ
り
前
回
総
会
以
後
の
経
過
報
告
を
受
け

た
後
、
諸
委
員
会
、
部
、
研
究
連
絡
委
員
会
の
報

告
が
あ
っ
た
。
広
報
委
員
会
中
川
委
員
長
よ
り
、

「
日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
を
多
数
の
学
・
協
会

（
三
八
七
団
体
、
約
九
〇
万
部
）
の
機
関
紙
な
ど

に
掲
載
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
感

謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
高
齢
化
社
会
特
別
委
員

会
青
井
委
員
長
よ
り
「
高
齢
社
会
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
」
（
仮
称
）
の
設
立
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

が
あ
っ
た
。
平
和
問
題
研
連
川
田
委
員
長
よ
り
、

S
D
工
研
究
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
に

対
し
て
憂
慮
の
念
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
諸
報
告
の
後
、
会
長
よ
り
「
日
本
学
術
会
議
傍

聴
規
剣
案
」
が
提
案
さ
れ
、
従
来
の
傍
聴
に
つ
い

て
の
内
規
を
規
則
に
し
て
公
に
す
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
次
い
で
「
日
本
学
術
会

議
の
運
営
の
細
則
に
関
す
る
内
規
案
」
が
提
案
さ

れ
た
。
こ
の
大
部
分
は
、
い
ま
ま
で
の
諸
内
規
、

慣
行
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の

点
で
新
し
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
主
な
点
は
③

学
術
会
議
が
勧
告
な
ど
を
行
う
際
の
取
り
扱
い
及

び
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
す
る
手

続
を
明
確
化
し
た
こ
と
、
②
研
連
委
員
の
在
任
期

間
を
原
則
と
し
て
通
算
三
任
期
（
一
任
期
は
三

年
）
ま
で
と
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
第
一
日
、
午
後
。
各
部
の
部
会
が
開
か
れ
、
午

前
中
に
提
案
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
は
第
一
常
貴
委
員
会
が
努
力
を
重

ね
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
連
合
部
会
及
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び
部
会
に
お
い
て
、
各
会
員
の
意
見
を
聴
き
調
整

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
部
会
で
さ
ら
に

慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　
第
二
日
、
午
前
。
前
霞
提
案
さ
れ
た
案
件
の
審

議
、
決
定
が
行
わ
れ
た
。
傍
聴
規
則
は
異
議
な
く

　
　
　
（
注
1
）

決
定
さ
れ
た
。
運
営
の
細
則
に
関
す
る
内
規
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

ま
た
無
修
正
で
決
定
さ
れ
た
。
新
し
い
内
規
に
よ

れ
ば
、
日
本
学
術
会
議
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る

公
開
講
演
会
は
、
運
営
審
議
会
に
お
い
て
決
定
し
、

広
報
委
員
会
が
実
施
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

そ
の
審
議
中
、
従
来
長
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
学
問
・
思
想
の
自
由
に
関
す
る
公
開
講
演
会

は
今
後
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
発
言
が

あ
り
、
そ
の
趣
旨
が
了
承
さ
れ
た
。

　
第
二
日
、
午
後
。
近
藤
会
長
司
会
の
下
に
「
脳

死
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
に
関
す
る
会
員
間
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
会
員
の
た
め
の
一
種

の
勉
強
会
で
、
第
＝
二
期
か
ら
始
め
ら
れ
た
新
し

い
ス
タ
イ
ル
の
総
会
の
持
ち
方
の
二
回
呂
に
当
た

る
。
問
題
の
一
般
的
関
心
の
深
さ
を
反
映
し
て
傍

聴
席
は
満
席
と
な
っ
た
。
勉
強
会
は
四
会
員
に
よ

る
講
演
と
、
各
講
演
に
関
連
し
た
四
壁
の
指
定
発

言
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
よ
り
な
り
、
予
定
よ
り
約

三
〇
分
超
過
し
、
三
時
間
半
に
わ
た
っ
て
、
異
な

っ
た
分
野
か
ら
の
意
見
開
陳
が
行
わ
れ
、
人
文
・

自
然
両
系
よ
り
な
る
学
術
会
議
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
で
あ
っ
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
別
掲
の
「
脳
死

を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
1
総
会
の
討
論
よ

り
一
」
を
参
照
）
。

　
第
一
〇
〇
回
総
会
は
「
脳
死
」
に
関
す
る
様
々

な
印
象
を
会
員
に
残
し
つ
つ
、
四
時
半
無
事
終
了

し
た
。

　
な
お
、
六
時
か
ら
、
第
一
〇
〇
回
総
会
を
記
念

し
た
会
員
懇
親
会
が
、
ロ
ビ
ー
で
な
ご
や
か
に
開

催
さ
れ
た
。

　
（
注
1
）
　
今
回
制
定
さ
れ
た
「
日
本
学
術
会
議
傍
聴

　
　
　
　
規
則
」
　
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
学
術

　
　
　
　
会
議
月
報
」
五
月
号
を
参
照

　
（
注
2
）
　
今
回
制
定
さ
れ
た
「
日
本
学
術
会
議
の
運

　
　
　
　
営
の
細
則
に
関
す
る
内
規
」
は
、
総
会
、
部
、

　
　
　
　
常
置
（
特
別
）
委
員
会
及
び
研
究
連
絡
委
員

　
　
　
　
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
に
関
す
る
諸
事
項
等

　
　
　
　
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
外
都
か
ら

　
　
　
　
学
伽
傭
ム
瓜
議
へ
提
出
さ
れ
〃
た
要
望
等
の
処
理
に

　
　
　
　
関
す
る
手
続
、
外
部
に
対
す
る
学
術
会
議
の

　
　
　
　
意
思
の
表
出
（
勧
告
・
声
明
等
）
に
関
す
る

　
　
　
　
手
続
及
び
㎝
講
演
ム
瓜
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
榊
寺
の
開

　
　
　
　
催
に
関
す
る
手
続
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

　
　
　
　
る
。

◇
脳
死
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

　
　
一
総
会
の
討
論
よ
り
一

（
略
）

陛
学
術
会
罐
・
⊥

…
晦
2
1

咽照

a
六
一
年
八
月
　
日
太
磁
霧
何
△
写
議
広
甜
報
委
員
△
酋

◇
「
筋
鞘
高
齢
社
会
総
合
研
究

　
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立

　
に
つ
い
て
の
提
言
」
（
概
要
）

昭
和
六
一
年
五
門
月
二
穴
日

日
本
学
術
会
議
高
齢
化
社
会
特
別
委
員
会

　
今
貝
、
高
齢
社
会
へ
の
移
行
の
問
題
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が

国
の
研
究
体
制
は
国
際
的
に
み
て
も
遅
れ
て
お
り
、

と
く
に
人
文
・
社
会
科
学
の
分
野
に
お
い
て
そ
れ

が
い
ち
じ
る
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
遅
れ
を
取
り

戻
し
て
時
代
の
要
請
に
も
応
え
る
た
め
に
、
我
々

は
「
日
本
高
齢
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
（
仮

称
）
の
設
立
を
提
言
し
た
い
。

一、

麹
㈹
､
究
セ
ン
タ
ー
の
目
的

　
す
で
に
臼
本
学
術
会
議
は
、
昭
和
五
五
年
、
「
国

立
老
化
・
老
年
病
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
つ
い
て
の

勧
告
を
内
閣
総
理
大
臣
あ
て
に
行
っ
て
い
る
。
こ

の
医
学
・
生
物
学
を
中
心
と
す
る
研
究
・
診
療
型

セ
ン
タ
ー
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
つ
つ
、
本
「
日

本
高
齢
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
人
文
・
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社
会
科
学
を
中
心
と
し
て
、
ω
高
齢
社
会
の
構
造

問
題
、
②
高
齢
層
を
め
ぐ
る
総
合
政
策
、
㈲
高
齢

者
の
生
活
課
題
を
総
合
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究
は
三
つ

の
原
則
、
す
な
わ
ち
ω
高
齢
者
主
体
の
原
則
、
②

地
域
特
性
の
原
則
、
③
国
際
交
流
の
原
則
を
重
視

す
る
。

二
、
当
面
の
研
究
課
題
と
活
動
　
　
　
　
　
（
略
）

三
、
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
性
格

　
ω
法
律
に
も
と
つ
く
独
立
性
の
高
い
法
人
と
す

る
。　

②
圏
の
出
資
に
よ
る
基
金
を
基
礎
と
し
て
設
立

さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
一
般
寄
付
、
研
究
受

託
費
な
ど
を
加
え
て
弾
力
的
に
運
営
す
る
。

　
㈲
人
文
・
社
会
科
学
を
中
心
と
す
る
全
国
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
中
枢
的
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ

っ
て
、
官
庁
や
大
学
の
付
置
型
で
は
な
い
。

四
、
研
究
の
運
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

五
、
研
究
の
機
構

　
次
の
諸
セ
ク
タ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
④
研
究
セ
ク
タ
ー
、
吻
椿
…
齪
肥
セ
ク
タ
ー
（
調
査

室
・
資
料
室
）
、
㈹
研
修
セ
ク
タ
ー
、
ω
公
開
活

動
セ
ク
タ
…
、
㈲
」
国
際
…
交
流
セ
ク
タ
…

　
こ
の
よ
う
な
構
想
の
下
に
、
本
「
日
本
高
齢
社

会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高
齢
社
会
に
関
す

る
研
究
を
、
人
生
八
O
年
段
階
の
文
明
史
的
意
味

の
究
朔
を
含
め
て
行
っ
て
い
く
。

◇
「
中
性
子
回
折
・
散
乱
研
究
の

　
推
進
に
関
す
る
意
見

　
　
一
物
理
学
、
結
晶
学
置
土

　
　
　
　
連
の
意
見
」
を
発
表

寧
研
究
連
絡
委
員
会
（
略
称

　
「
研
連
し
）
と
は
～

（
略
）

　
日
本
学
術
会
議
法
に
よ
り
、
科
学
に
関
す
る
研

究
の
連
絡
を
図
り
、
そ
の
能
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
、
本
会
議
の
職
務
の
一
つ
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を

調
査
、
審
議
す
る
目
的
で
、
一
八
○
の
研
究
連
絡

委
員
会
（
以
下
、
「
研
連
」
と
い
う
。
）
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　
去
る
四
月
の
第
一
〇
〇
回
総
会
で
は
「
日
本
学

術
会
議
の
運
営
の
細
則
に
関
す
る
内
規
」
（
以
下

「
内
規
」
と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の

中
で
研
連
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
一
章
を
設
け
総

括
的
な
規
定
を
し
た
。
研
連
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
学
・
協
会
の
方
々
に
と
っ
て
関
心
が
深
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
上
述
の
規
定
を
中
心
に
関
連
す

る
規
定
の
大
略
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

一、

､
連
の
職
務
な
ど

　
日
本
学
術
会
議
法
数
一
五
条
に
よ
り
、
「
科

学
に
関
す
る
『
研
究
の
領
域
』
及
び
『
重
要
な

課
題
』
ご
と
に
」
研
連
を
設
置
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
内
規
に
お
い
て

は
、
研
連
を
「
領
域
別
研
連
」
と
「
課
題
別
研

連
」
の
二
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を

区
分
し
て
い
る
。

ω
　
「
領
域
別
研
連
」
の
職
務
は
、
次
の
と
お

　
り
で
あ
る
。

　
　
関
係
す
る
学
術
研
究
領
域
に
つ
い
て
の
、

　
①
学
術
の
現
状
及
び
長
期
的
動
向
の
把
握
②

　
将
来
計
画
の
立
案
及
び
研
究
条
件
の
整
備
の

　
検
討
③
国
内
に
お
け
る
研
究
機
関
又
は
学
術

　
研
究
団
体
（
学
・
協
会
）
と
の
連
絡
調
整
④

　
国
際
学
術
団
体
の
国
内
委
員
会
又
は
こ
れ
に

　
準
ず
る
も
の
と
し
て
の
職
務
⑤
そ
の
他

②
　
「
課
題
別
研
連
」
の
職
務
は
、
次
の
と
お

　
り
で
あ
る
。

　
　
①
三
男
課
題
に
つ
い
て
の
将
来
計
画
の
立

　
案
及
び
研
究
条
件
の
整
備
の
検
討
②
複
合
又

　
は
学
際
分
野
の
研
究
の
促
進
の
た
め
の
研
究

　
の
連
絡
の
調
整
③
国
際
的
協
力
事
業
等
に
関

　
す
る
国
内
委
員
会
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
と
し
て
の
業
務
④
そ
の
他
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二
、
研
連
の
構
成
と
研
連
委
員
の
任
期

　
　
今
回
の
内
規
で
は
、
研
連
は
、
関
係
す
る
日

　
本
学
術
会
議
会
員
（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
。
）
．

　
の
ほ
か
、
原
剣
と
し
て
そ
の
研
連
と
関
係
あ
る

　
学
・
協
会
（
正
し
く
は
、
登
録
学
術
研
究
団

　
体
）
や
他
の
島
島
等
の
推
薦
に
よ
り
委
嘱
さ
れ

　
た
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
現
在
の
委
員
定
員
総
数
は
二
、
三

　
七
〇
人
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
研
連
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
日

　
本
学
術
会
議
法
に
よ
り
三
年
の
定
め
が
あ
る
が
、

　
任
期
の
通
算
制
限
に
つ
い
て
は
会
員
と
異
な
り
、

　
法
に
は
規
定
が
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
内
規
で

　
は
、
研
連
の
活
性
化
を
は
か
る
と
い
う
観
点
か

　
ら
会
員
と
同
様
の
運
用
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

　
「
通
算
三
任
期
ま
で
」
と
い
う
規
定
を
し
て
い

　
る
。
た
だ
し
、
会
員
在
任
期
間
や
国
際
学
術
団

　
体
の
役
員
等
特
別
な
事
由
が
あ
る
場
合
の
期
間

　
は
除
か
れ
る
し
、
第
一
二
期
以
前
の
在
任
期
間

　
は
算
入
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
、
研
連
の
審
議
成
果
の
発
表

　
　
重
連
で
の
審
議
の
結
果
、
得
ら
れ
た
成
果
に

　
つ
い
て
は
、
委
員
会
報
告
書
と
し
て
と
り
ま
と

　
め
ら
れ
て
配
布
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
研
連
主
催

　
（
関
係
学
・
協
会
と
の
共
催
が
多
い
）
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
等
で
報
告
さ
れ
た
り
す
る

が
、
そ
れ
ら
の
中
で
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

春
秋
二
回
の
総
会
の
決
定
を
経
て
、
勧
告
、
要

望
あ
る
い
は
声
明
等
と
し
て
、
臨
本
学
術
会
議

名
で
外
部
へ
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
内
規
に
よ
り
、
緊
急
を
要

す
る
時
に
は
、
お
お
よ
そ
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

る
運
営
審
議
会
の
承
認
を
経
て
、
研
連
名
で

外
部
へ
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。　

な
お
、
今
回
の
内
規
で
は
、
会
員
の
推
薦
に

は
直
接
に
関
係
の
な
い
研
連
本
来
の
職
務
や
構

成
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
四

期
の
会
員
の
推
薦
に
関
係
す
る
い
わ
ゆ
る
「
関

連
研
連
」
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
っ
て
い

て
、
来
る
一
〇
月
の
総
会
で
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

昭
和
六
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の

受
領
に
つ
い
て

　
昭
和
六
一
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
一
部

と
し
て
、
文
部
省
学
術
国
際
局
か
ら
昭
和
六

一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公

開
促
進
費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
史
林
の
編
集
会
議
は
ほ
ぼ
ニ
ケ
月
毎
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
投
稿
い
た
だ
い
た
論
文
、
研
究
ノ
ー

ト
、
書
評
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
担
当
の
編

集
委
員
か
ら
詳
細
な
内
容
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
の

う
え
で
全
員
討
議
に
よ
る
慎
重
か
つ
厳
正
な
審
査

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
論
文
の
審
査
と
は
実
は
編
集

委
員
で
あ
る
自
分
自
身
の
力
量
が
審
査
さ
れ
る
こ

と
な
の
だ
、
議
論
に
参
加
し
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と

を
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
ご
投
稿
を
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
英
）
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